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アン

ケート
番号

担当
第1回

自己評価
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自己評価

取組状況●
改善策等◆

1
4教科の単元末テストで，当該単元の目標通過率
（80％以上）を達成できている。

●達成できている児童の割合
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

4教科『単元末テス
ト』の点数の平均値

15 研究 B Ｂ

１学期
国語＝82.4％　　算数＝93.0％
社会＝89.2％　　理科＝91.9％
２学期
国語＝85.9％　　算数＝85.9％
社会＝94.6％　　理科＝91.9％
●授業者の日頃の授業の成果、子どもたち
のがんばりが表れた。
◆３教科で向上が見られた。算数科に関し
ては、内容が高度になるので低下は免れな
いが、弱点のまま次年度に進級させないよ
うに、ＣＲＴテストで児童の苦手を把握
し、勤堂タイムで補充学習に取り組む。

2
『漢字力テスト』において，各学年の目標通過率
（90％以上）を達成できている。

達成できている児童の割合
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

年間5回『漢字力テス
ト』の点数

16 研究 B Ａ

１学期：４７人
２学期：５２人
●繰り返し学習してきたことが定着してき
た。
◆引き続き、継続して取り組んでいく。

3
『計算力テスト』において，各学年の目標通過率
（90％以上）を達成できている。

達成できている児童の割合
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

学期末『計算力テス
ト』の点数

17 研究 B Ａ

１学期：４８人
２学期：５２人
●勤堂タイム、ドリルの直しの徹底が功を
奏した。
◆引き続き、ドリルの直し、勤堂タイムの
有効活用を通して、技能、知識を定着させ
ていく。

4

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
教員アンケート 1 研究 A Ａ

5

●自分の考えをノートに書いている。
アンケートの『肯定的な評価』の割合
（児童アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

2学期末
児童アンケート 6 研究 A Ａ

6

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

2学期末
教員アンケート 2 研究 B Ａ

7

●わかっていることを赤，きいて
いることを青で囲むことができて
いると感じている児童の割合
アンケートの『肯定的な評価』の割合
（児童アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
児童アンケート 5 研究  B Ｂ

8

タイムマネジメントを意識して，授業改善
に取り組んでいる。
★【算数科において：3問完結】

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

2学期末
教員アンケート 3 研究 B Ａ

◆あれもこれもは無理なので、授業毎に指
導者は、「今日は原勤問題の見通し９分
台」、「今日は絶対３問入れる！」などの
目標を持って授業に取り組んでいく。目標
を持ってとりくんだことに対して、自己で
成果と課題を持って、３問完結へと到達し
てほしい。

9

「三角ロジック」等の話型，聞き方のスキル
等），学習用語を使っての発表の仕方，話し合い
の仕方の指導などの児童の表現力を高める手だて
を意図的に行っている。

●話し合い等で，自分の考えを伝える
ことができていると感じている児童の
割合
アンケートの『肯定的な評価』の割合
（児童アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

2学期末
児童アンケート 7 研究 B Ａ

●研究授業を参観していて、どの学年もペ
アでの話し合いが活発であった。
◆全体での話し合いのレベルを向上させる
べく、引き続き塾則５タイムに取り組んで
いく。すぐには目覚ましい成長は見えない
が、徐々に効果は出てきているので、継続
して取り組む。

10
児童は，授業を通して身に付けたことを，次の学
習や実際の生活で役立てることができたと意識し
ている。

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（児童アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

2学期末
児童アンケート 11 研究 B Ｂ

●算数科の学習アンケートでは７８％から
８９％へと顕著な伸びを示していた。算数
科に関しては、学習が自己の生活の何に生
かされているのかをおぼろげながらに感じ
ている。
◆振り返りを書かせることで、生活のどの
部分に繋がっているのかを感じるきっかけ
にもなる。生活にもとづいた原勤問題、振
り返りを書かせることで、生活へと視点を
持たせたい。

11
校内『活用力問題』で、目標通過率（60％）を達
成できている。

達成できている児童の割合
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

2学期末
『活用力問題』の成
績

18 研究 D Ａ

●問題場面を数理的に捉えることができて
きている。
◆指導の理解力に二極差が出はじめてい
る。後期プランの見通しを行い、問題解決
への糸口を理解させていく。

12
児童の家庭学習のめやすの時間が守られている。
（1年:20分,2年:30分,3年:40分,4年:50分,5年:60
分,6年:70分)

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（児童アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

2学期末
児童アンケート 16 教務 A A

●１学期に引き続き、「パワーアップ週
間」を設けた。その際、学級の目標を立て
ることで、学級全体で取り組む意識付けが
できた。
◆児童アンケートにおいて、「当てはまら
ない」とした児童がいるので、問題点を洗
い出し、適切な量と質になるようにする。

13

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
教員アンケート

5 教務 A A

●「パワーアップ週間」の結果を共通理解
することにより、指導の改善を図った。
◆自学ノートの取り組み方の共通理解を図
る。
◆ゲームの時間が長い児童がいるので、減
らす取組を行いたい。

14

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（保護者アンケート）
Ａ：80％以上
Ｂ：70％以上80％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
保護者アンケート

11 教務 A A

●「パワーアップ週間」の取り組みを行
い、家庭と連携をし、取り組むことができ
た。
◆今回わずかながら、肯定的評価の割合が
下がっている。児童アンケートと保護者ア
ンケートの結果から、特定の児童と考えら
れるが、学校全体で取り組み方を考え、家
庭と連携して取り組んでいく。

⑤
学習規律の
定着を図る
取組

15
『うかわっ子の学習ルール』をもとに，全校一致
して指導にあたっている。

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
教員アンケート 6 教務 A A

●各学級で継続して取り組むことができ
た。ルールが曖昧になっているときには、
朝の会、学級活動で児童と一緒にルールの
確認を行った。
◆今後も学習ルールの確認と必要性を問う
取組を続ける。

⑥
読書活動の
推進を図る
取組

16
『読書冊数年間100冊以上』等の啓発活動におい
て，目標値を達成できている。

Ａ：80％以上が目標達成できた
Ｂ：70％以上80％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

2学期末の読書記録
等，学校全体として
のデータをもとにす
る

19 図書 Ａ C

2学期（終了時点）貸出冊数75冊以上の児
童
　　35名（61.4％）
◆児童の現状を把握して、個別に月目標を
持たせる。また、担任、図書委員が定期的
に声掛けを行う。
◆第２回読書リレーを行う。
◆図書室のおすすめコーナーを増やし、お
知らせをするなど、啓発活動を行う。

⑦
授業力の向
上を図る取
組

17
『模擬授業』，『研究授業』，「校内研修サポー
ト事業」,「要請訪問」，『校内ショート研修』
の活用等により，授業力の向上が図られている。

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
教員アンケート 7 教務 A A

●模擬授業や校内研によって、学校研究の
具体的な取組を理解することができた。模
擬授業の目的を明確にし、取り組んでい
る。模擬授業では、自分が思いつかない考
えや捉え方を知ることができ、普段の授業
実践に生かしている。
◆ICTの研修を実施する必要がある。

学力向上プラン「目指す姿（授業）」をイ
メージして，授業を行い，学力の向上を
図っている。
★【学校研究の視点】

●研究授業の様子を見ていても、児童は理
解しようと懸命に取り組んでいた。原勤問
題の取り組み状況も100％であることか
ら。難しい原勤問題に継続して取り組んで
いたことが伺える。
◆原勤問題に繰り返し取り組むからこそ、
児童は理解していない部分がはっきりし、
定着の不十分さも露呈される。つまり、そ
れがはっきりすることは「わかったつも
り」が解消されるきっかけになる。また、
そのような発展問題に繰り返し出合うこと
で、難しい問題場面を自分で見通しをもち
数理的に処理できるようになってくる。継
続して原勤問題に取り組んでいくことが、
児童の成長に繋がる。

学力の向上プラン「目指す姿（基盤）」を
達成できるよう，取組を理解し実践してい
る。
★【学校研究の視点】

令和２年度　学校評価　評価項目等 ★太枠は本校の本年度の重点課題 能登町立鵜川小学校

学校経営目標 具体的取組

●塾則５タイムを継続して取り組んでいる
おかげで、研究授業を通してみても、児童
たちの発言の雰囲気が良い。
◆塾則５タイムで取り入れるべき場面、教
師のファシリテートの見極めをして、児童
全員が発言でき、活発に話し合う授業を形
成していく。
◆言われなくても、単元末テスト、原勤問
題等で自分で線を引いている児童を認めて
いく。

④
家庭学習の
定着を図る
取組

『家庭学習の手引き』等を活用して家庭学習の内
容，方法等について具体的に指導し，児童が何を
どのようにすればよいのかを明確にして，家庭学
習の定着に努めている。

③
学びを活か
す取組

1

基礎的・基
本的な内容
の確実な習
得を図り，
自分の考え
を表現でき
る児童を育
成する。
自ら学び自
ら考え，相
手意識を
持って学び
伝え合う児
童を育成す
る。

①

基礎的・基
本的な知
識・技能の
定着を図る
取組

②

主体的に考
え，学び合
う学習を成
立させる取
組



⑧
好ましい人
間関係づく
りの取組

18

児童理解の会での共通理解と共通指導の徹底，人
間関係づくりに関する校内研修会の開催等によ
り，児童のよりよい人間関係の構築に努めてい
る。

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
教員アンケート 8

生徒
指導 Ａ Ｂ

●困ったり、判断に迷ったりする場合は、
すぐに話せる環境ができている。
●児童アンケート以外の細かな内容も共通
理解し、共通指導につなげることができて
いる。
◆共通理解の時間だけでなく、支援策を話
し合う時間を十分にとることができるよう
にする。
◆児童間のつながりを意識した話し合いを
していく。

19
学校訪問や学校公開時に積極的に保護者や地域の
方々に道徳の授業公開を行っている（1回以
上）。

授業公開を行った教員の割合
Ａ：80％以上公開
Ｂ：60％以上80％未満
Ｃ：60％以上50％未満
Ｄ：50％未満

2学期
授業公開を行った回
数

道徳 D A
●教育ウィーク週において、道徳の授業を
全学級公開することができた。また、他の
授業参観時にも道徳を公開する学級もあっ
た。

20
道徳の授業では，学校行事や特別活動，実生活等
との関連付けをしながら，道徳的な実践力が高ま
るように努めている。

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
教員アンケート 9 道徳 B A

●生活と結び付いた話し合いができるよう
になってきた。
●「今までの自分」「これからの自分」に
ついて振り返ることができるようになって
きた。
◆自分の経験と結び付ける場面で、子ども
たち自身から経験が出てこない場面があっ
た。終末において、今までの行事の写真や
学年の思い出の写真を一つのファイルとし
てまとめておき、活用できるようにする。
写真がない場合は、思い出が想起できるよ
うな画像データをファイルに入れておく。

21
ゲストティーチャー，地域人材，外部講師などを
活用した授業づくりを行っている。

外部講師等を活用して授業を行った教
員の割合（学期に２回以上）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
外部講師等を活用し
ての授業を行った回
数

20 道徳 D D

◆職員への呼びかけが不十分だったところ
があるので、ゲストティーチャー活用計画
表を掲示板に常に貼っておき、3学期の活
用計画や、活用した場合にどのような活用
をしたのかを書いてもらい、「見える化」
を図る。

22
児童は，「早寝・早起き・朝ごはん」が身に付き
生活習慣の確立が図られている。

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
保護者アンケート 9 保健 B B

●２学期に全学級で学級指導を実施した。
●朝ごはんの栄養バランスが良好な子、１
０時までに寝る子が２年前に比べ少しずつ
ではあるが増えている。
◆今後も計画的に学級課題に応じた保健指
導を行う。

23
児童は，挨拶が身に付き生活習慣の確立が図られ
ている。

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
保護者アンケート 8

生徒
指導 A A

●学校外に出ても自分からあいさつをする
ことができる児童が多い。
◆ネット、ゲーム等は長時間使用している
児童もおり、保護者と連携しながら指導を
続けていく。

⑪
本校の健康
課題を克服
する取組

24
児童の歯や口の健康についての児童の意識を高め
るとともに，う歯の治療に関する目標値を達成で
きている。

達成できている児童の割合
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

学校全体としての
データをもとにする

保健 D C

う歯治療率＝75.0％（後5人で全員完了）
●１学期に引き続き、2学期も個人懇談の
際、未治療の保護者に対して、面談を行っ
た。
◆児童保健委員会などを活用し、啓発活動
を行う。

⑫
体力の向上
に関する取
組

25
『体力アップ1校プラン』，『スポチャレ』等に
よる体力向上の取組を計画的に行っている。

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満
Ｄ：60％未満

1学期末
教員アンケート 10 体育 A Ａ

●全学年がスポチャレに意欲的に取り組ん
でいる。
◆投能力に課題が見られる。感染症対策を
したうえで、スポチャレのシャトルボール
に取り組む。

⑬

学校の教育
活動等を積
極的に情報
発信する取
組

26
HPの更新，学校だよりや学級だよりの定期的な発
行等を通して，学校での教育活動等の様子を積極
的に伝えようとしている。

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
保護者アンケート

13 教頭 Ａ A

●今年度、ＨＰの構成を変更し、分担して
更新することでタイムリーな学校での出来
事をアップすることができた。
●学校だよりや学級だよりを通して、学校
や児童の様子を伝えることができた。

⑭

地域素材や
人材の積極
的活用を図
る取組

27
地域の素材を元に学習活動や海洋教育を行った
り，地域の人材を活用したりして，『ふるさと学
習』を積極的に展開している。

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
教員アンケート

11 教務 B B

●生の声を聴いたり、見学に行ったりする
ことで子どもたちの学びが積極的になり、
地域への思いも深まった。「いしる」につ
いて、講師を招いて海洋教育を行った。
◆３学期では、道徳・社会・総合的な学習
の時間で計画に基づいて実施していく。

5

安心で安全
な学校作り
を推進する
取り組みを
展開する。

⑮
学校安全に
ついての取
組

28
避難訓練や防災訓練等を通して，非常変災発生時
の緊急行動，避難行動の仕方等を理解し身に付け
ることができている。

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（児童アンケート）
Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
教員アンケート

12 教頭 Ａ A

●事前指導→訓練→事後指導を行うこと
で、児童は行動の仕方を理解し、身に付け
ることができた。訓練を繰り返すことでと
るべき行動を自分で考えられるようになっ
た。
●地震・津波を想定し、旧鵜川小学校まで
避難訓練を行った。様々な設定での避難方
法を考える良い機会となった。
◆３学期に避難訓練の予定はないので、朝
の会などで避難行動の確認を行う。

6

多忙化改
善・業務の
効率化を推
進する取り
組みを展開
する。

⑯
働き方改革
への取組

29
最終退校時刻を意識し、業務改善・効率化に努め
ている。

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

2学期末
教員アンケート

13 教頭 Ａ A

●時刻を意識し、業務の優先順位を付けて
取り組んだ。
●冬季休業中に３学期の見通し・準備を
行った。
◆引き続き、行事や提出物等、年間を通し
て決定しているものは、計画的に事前準備
を行う。

⑨

4

地域と連携
し，地域の
教育力を活
かし，地域
に根差した
教育活動を
展開する。

学校関係者評価委員会での評価と意見聴取

道徳教育の
充実を図る
取組

3

健康や体力
の増進に取
り組み，心
も身体も元
気でたくま
しい児童を
育成する。

⑩
基本的生活
習慣の確立
を図る取組

2

思いやりや
感謝の心を
持ち，何事
にも一生懸
命に取り組
む心豊かな
児童を育成
する。
児童の連帯
感を高める
とともに，
心と心が触
れ合う人間
関係を構築
し，たくま
しい実践力
を育成す
る。


